説明書 


このたひは本品をお買いあばいただをましてありがとラございます。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明劃及び別冊の r 工事説明劃をよく読んで、 
正しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、別冊の任事説明劃、保証書と共におず保管してください。 
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安全のために必ずお守りください 


>お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正し<使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

>ここに示した表おは、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死こ、重傷を負ラ可能性、または乂災の可能性 
び想定される内容を示していまず。 

A を意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び傷喜を負ラ可能性や物的損害の発生び想定され 
る内容を示しています。 


Iお守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


この給表示は、 r 禁止」ごれている内容です< 


0 ® ® ® 

^— A 


この絵表示は、 r ま意」していただく内容です。 


この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容でず。 


説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています< 



告 （ WARNING) 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

少'量の混入でち、火災の原因になりまず。 


i 


(§) 

ガソリン禁止 


I ★給排気筒（管，ホース）がれ危険 I 

給排気筒(管、ホース)びがれたまま使用しない 
でください。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。い’_ 


I ★給排気筒 トップ 閱そくを険 

給排気筒トップの周りび雪でみさびれたままで 
使用しないでください。みさびれているとをは、 
除雪して < ださい。 

開そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 



0 


「★巧類の乾燥厳禁 I 

お類などの乾燥には使用しないでください。 
衣類び落下して乂びつさ、火災の原因になりま 

す0 —マーみ:乙,一 • 一 



0 


0 



お使いになる前に 









ち全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


I ★温風吹 出□をふ さがない I 

巧類、紙などで温風吹出口や空気取入□をふさ 
びないでください。 

あ類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因にな0ます。 


L 全スプレー吿厳禁 



0 


スプレーあやカセツトこんろ用ボンベなどをス 
I -ーブの上や前(周囲に）や温風のあたるところ 
に放置しないでください。 

熱で定の圧力び上びり、爆発して危険です。 


乃 巧 



意 （ CAUTION) 


★カーテン、可燃物近接禁止 I 皆異常時使用禁止 I 



カーテンや燃えやずいちののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

火災び凳生するおそれがありまず。 

可燃物との離隔眶離については工事説明書の標 
準据巧け例を参照してください。 


万一異常を感じたときは、使用しないでくださ 
い。 

異常燃焼のおそれびありまず。 



0 



0 


I ★給油時消火1 

給油は、がず消火してか6おこなって < ださい。 
火災のおそれびお0まず。 


I 女 温風 に直 接あた 5 ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや、脱水痛状になるおそれびありま 
す。 

温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
<なることびありまず。 


國 



〇 



0 


2 





意 （ CAUTION) 


I * 高温部戀擊お 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーバーに手などをふれないでくださし、。 
やけどのおそれびあ0ます。 


(D 

接魄禁止 


I ★指や異物を入れない」 

ルーバー(温風吹出口)や空気取入□の中に、指 
や異物を入れた0しないで<ださい。 

けびや火災のおそれびあ0ます。 


0 


I ★分解修理の禁止 I 

故障、破損したら、使用しないでく 
ださい。 

不完全な修理は、危険でず。 

I ★電ミ原：]-ドを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 
しないでください。また、電源プラ 
グを抜くとさは、コードを持って引 
さおかないで < ださい。 

電源コードび破損し、火災や感電の 
原因になります。 


分解禁止 

0 


朝月間使用しないときは電源プラグを疯 


長期間使巧しないとをは電源プラグ 
をコンセントか5抜いてください。 
乂災や予想しない事故の原因となり 


运 

電源プラグを巧く 


I ★腰を かけた り物をのせない I 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ス I -ー ブの故障や、やけどのおそ 
れびあります。ストーブの上に花びんや、水を 
入れたちのなどを置かないでください。水びか 
かると漏電や故障のおそれびあります。 







L 古給お気筒付近のを燃物近接禁止 

給排気筒トッフのおくに、丹油や可燃物など引 
火のおそれのあるちのを置かないでくださし'1。 
乂災のおそれびあります。 




0 


I ★改造偉用の禁止 I 

巧造して使用しないでください。 
また、ス I -ーブや給排気筒には床隱 
房用の熱な換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険です。 


★電源プラグは確実に差し込む1 

電源プラグはコンセントに根元まで 
膜に差し込んでください。 ■■ 

(また、 傷んだプラグやゆるんだコ^ 

I ンセントは使用しないでください。 j 指术 
乂災の原因にな0ます。 ^ 

めれた手での掠を差しはしない I 
で < ださい。 

感電の原因になります。 Ux 


しっかりと 
















安全のために必ずお守りください 


注意 （C 

AUTION ) 

1 ★電源プラグのお手入れをする 1 

ときどきは電源プラグを损き、ほこ 
り（及び金属物)を除ましてください。 ■■ 
(ほこりや異物びたまると湿就どス y 
で絶縁不畏になり）火災の原因にな isTji 

ります。 

i ★高地(標高150 Om 政上)では使用禁止 1 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼しま 

す 〇〇 

1000〜 1 孤 Om の場所では再調整びお 
要でずので販売店までお問い含わせ 使用禁止 
<ださい。 

^ 知 

醉覃 0 なこ 

★巧面に注意 1 

ほこりや、タノ くコの煙などにより、 A 

遍風吹出□周辺の床面び巧れたり変 /|\ 

また、熱に弱いジュータンや床の上 ま意 

で長時間使用すると、変色したり、 

そり返ることがありまずので、熱に 
強いマットなどをひいて<ださい。 


み可燃性方ス板用禁止 1 

ストーブを使用している部屋で、巧/ 

燃性ガスび発生ずるをの（ガソリン、 (X ) 
ベンジン、シンナ-)、スプレ-を使、ゾ 
用しないでください。 使用禁止 

义災や故障の原因にな 0 ます。 

1 ★お子様やお年寄りのご使用に注哥 

お子様やお年寄り、体のご不自由な A 

方びお使いになる墙含は、やけどな /|\ 
どについて、周囲の人び充分に注意 '■ 、 
してください。 ま意 


お願い ( NOT に E ) 

r 本'な油の廃棄 1 

•灯油の廃棄処分は、巧油をお貴い求めになった販売店にご相談 < ださい。 

使用する 場所 


★効果のに使用するために 


•温風の循環や放射熱を妨げるをのびない場所に設置してください。 
♦外気に接する窓の下や壁面に設置ずると効果的でず。 









各部のなまス 



お使いになる前に 








■温度表示 ■現在時刻表示 

•設定温度 •現在の時刻を表示 

1日で〜32でまでの します。 

設定温度を選択で 
をまず。 

♦室内温度 
—目で〜35でまで 
表な K します。 


各部のなまえ 

操作-表示部のなまえと使いかた 


Ipm^l 

画 

mtsM 


点义タイマー a 巧済义タイマーさお 
タイマ-1タイマ-2巧0/60/90が 

屏巧時刻■日 iJb タィマ づ- 

遇常の坦 ■!"!■ タイマー 1 
巧定切替 


時刻設定•タイマー選択ボタン 

時刻の設定、タイマーの選択に使います。 
♦時刻設定の場合 

「時」-「分」のボタンを押して時刻を合わせ 
ます。 （1日、13ページ参照) 

♦タイマー選択の場含 
点乂タイマー時刻-消火タイマー時間を選 
択します。 （13 〜1目ページ参照) 


室温設定つまみ _ 

デジタル表示部の設を温度表示を見なびら、 
お好みの設定室温の位置に含わせます。 

(12 ぺージ参照) 


午前•午後表示ランプ 

♦点灯 

デジタル表示 r 時刻 J の、午前-午後を表示し 
ます。 


温度表示ランプ 

♦点な 

運転を開始すると点口し、デジタル表示部は 
室温 「で」 を表示します。 


デジタル表示部 







巧定沿 s お巧お巧 

™l SI.’g'GI 


■点乂タイマー設定 
時刻表示 

♦点火タイマーを設 
定するときに、設 
定時刻を表おしま 
す。 


のぞお巧 で巧 ; SS 

阮 


■消火タイマー運転 
時間表示 

♦消乂タイマーの運 
転時間を表示しま 
す。 

(例:現在時刻か5 
郎分後に消乂) 



■燃焼中にをを装置で 
消义したとをの表示 
•自己診断機能により、 
異常時に rff ご」〜 
「が剧(消火原励 
を表示します。 

に4ぺージ養照） 





コ□ン 


燃焼モード 

♦点灯 

燃焼状態の r 強燃焼」*「中燃焼」- r 弱燃焼」 
応じて点灯します。 


タイマーボタン 


タイマー運転を、開始および辭除しまず。 

(13 〜16ぺージ参照） 


セーブ ボタン 


セーフ運転を、開始および解除しまず。 

(12 ページ参照) 


f 運転ランプ 


♦速い点滅 . 

••予熱中 

♦渥い点滅 . 

••消乂中 

•点 口 . 

••運転中 


f セーブランプ 


•点灯 


セーブ運乾中であることを表示します。 

^ ノ 

r "N 


タイマーランプ_ 

•点滅 

点乂タイマー-消火タイマーの設を中、 
10砂間点滅します。 

♦点灯 

点火タイマー-消义タイマーをセット 
完了ずると点好し、タイマー運転中で 
あることを表示しまず。 


運乾スイッチ 


♦-度巧すと . r 入 ■ 」 

♦をう一度押すと . r 切 • 」 

になります。 


設定切替えスイッチ^ 

♦現在時刻のセツト (1 日ページ参照） 
♦点火タイマー r タイマー1」 . 「タイ 
マー2」 の セッ トに使用します。 

り3〜1目ページ参照) 


7 



















使う前の準備 


燃料について 


® 燃料は、〇油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してくださし、。 


A 警告 


I ★をノリン堡届寧止 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶翊こ 
使用しないで < ださい。 

か量の混入でを、乂災の原因になります。 


圏 


誦應 


♦ガソリン、シンナーおよびこれ6び混入した灯 
油、変質な油、巧れた灯油、水やごみの湿じっ 
ているな油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

♦灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で巧油専用容器を使って保 
管してください。 


な油とガソリンの良分けかたのポイント 

指先に使巧燃料をつけて息を吹きかけます 
(火の気 のないところでおこなってください)_ 

〇な油 1 X ガソリン 





濡れたままです。 


すぐ乾いてしまいます< 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 




1油タンクに給油ずる。 

I ♦油タンクの給油□ふたをはずし、巧油を巿販の給油ポンプで 
油量計を見なび6給油してください。 

★給油の隙は、給油□フィルターを取0まらないで<ださい。 

9給油の際にこぼれた阿油をふきとる。 

^ ★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみがた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
□から市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを吸いだして < ださい。 

Q 給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れの注意 


★燃焼 中にな油がなくなると消义します。 

このときデジタル表示部に 「が•？」又は r が6」 を表示し、異常びあったことを知6せます。 

が由タンクにな油びあるのに rff 別又は rsf 5」 び表示ずるときは、送油経路のつまり、空気たまりが 
考え 5 れます。このよラなとさは 9 ページの 龙 SRjiE 巧> や r 定油面器のリセットボタンのセッ 
卜」 を参照して送油経路の点検をしてください。 

•再運転する場合は、本体温度び充分下がってから油タンクに給油し、 r 運転 スイッチ」 を一度 「切」 にして 
から r 入」 にして < ださい。 











★送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていますと、送油 
管の中に空気がたまって油が流れないためにストーブは r ら？ •？」 
や rs 弓 S 」 を表示して消乂動作をおこないます。 

このよラなとさはが下の手順で処置をしてください。 

け了油をこぼさないように注意してください。） 

のバルブを全閉にする。 

霞送油管に山形搞低)びないように平らにする。 

③ ストーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先 
端をバケツなどな油をためることびでさる容器に入れはずれない 
ように固定する。 

④ ノりレブを全開にし、送油管から灯油に空気び混じらない状態で連 
続して流れ出ることを確認する。 

注意：バルブを全開にしてを丹油びまったく出ない攝合は油タン 
クとス I -ーブ本体との落差(約 30 cm 必要)びない場合ちあり 
ますので確認-処置してください。 

⑥確認でさた5バルブを全開にずる。 

⑥ 送油管をストーブ本体に接続ずる。 

⑦ バルブを全開にする。 

逗)ス I -ー ブ本体の側面にある赤色の リセ ッ ト ポタンを下へ1回押す。 
⑨ストーブを運転ずる。 


空気 送油管 




2.5 み I 


油タンク 


リセットボタン 


※誤品の側面にありまず 


点义前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は送油経路(送油管の接続部など)に油漏れびないか確かゆてください。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店-営業所に 
ご相談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

•給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。がれていると運転中に排ガスが漏れ 
大変危険です。 

ストープ周辺の確認 

•ス I -ーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないで<ださい。 


定油面器のリセットボタンのセット 

•本体側面にある定油面器のホいリセットボタンを、下へ1回巧してください。 

点火するたびにセットするが要はありませんび、シーズン初めや、本体設置場所を 
変更したとき、又は対震自動消乂装置び作動したあと巧運転するとをは、リセット 
ボタンををラー度、押しなおしてください。 

f -お願い- 

★リセットボタンは日砂喊上押し続けたり、カラーをがして押さないでください。 
♦定油面器か6な油があみれたり燃焼び継続しないことびあります。 





U セット 
ボタン 


[空気抜きの方法 J 


お使いになる前に 





使ラ前の準備 


現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント（家庭巧 AC 
100 V )に確実に差し込む。 


•ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを扳いて再通 
電した場含、デジタル表示部は右図のよラに[た 1:(^ び「点滅」します 
ので、現在の時刻をセットしてくだをい。 

① r 設定切替えスイッチ」を r 現在時刻」に台わせる。 

CiP 現初劍が午後 7 時 10 分の場含 

( D デジタル表示をみなが 6、 r 時」のボタンを巧して ri に 
合わせる。 

■押し続けると]時間ずつ、連続的に進みまず。 

■ r 午後表示ランプ」が「点灯」していることを確認します。 


★現在時刻が午前中の場合は件前表示ランプ」び r 点灯」していること 
を確認してください。 



( D デジタル表示をみなが日、 r 分」のボタンを巧して「風に 
合わせる。 

■巧し続けると]分ずつ、連続的に進みます。 


(4) 「設定切替えスイッチ」を r 通常位劃にずる。 

■デジタル表示部の時計びスタートし r コ□ン」び「点滅」します。 



心 






使用方法 

点火（通常運転)~~ 

①油タンクのバルブつまみを「全開」にずる。 

③ r 運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

♦このとさ、デジタル表示部の r 時刻」表示び r 温度」表示に変わりまず。 
• r 運転ランプ」び早い「点滅」をし予熱中であることを知らせると同時 
に、「セーブランプ」が「点な」して、自動的にセーブ運転モードで運 
転します。 


セーブ運転モードについては12ページをお読みください。 


I 約3分後に吕動的に点火し ます。 


③ r 運転ランプ」は約9分後に r 点な」に変わりまず。 

/-お願い- 

★ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料や加工油などの 
焼けるよラな臭いがする場合があります。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離 
れた所）を少し開け、半日か 51 日程度、「強」運乾をしてくださし、。 
★初めて運転ずるとをは、送油経路に充分燃料び供給されていないた 
め、一回で点火しない場含びありまずか6、しばらく待ってからち 
ラー度点火操作をおこなって<ださい。 

★] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場を、 何回ち 点乂しない 
でください。バーナー巧に灯油びたまります。販売店にご連絡くだ 
さい。 

★室温び設定温度より高い場合は、セーブ運転び働いて、燃焼しませ 
ん。但し、室温び設を温度より低くなりますと自動的に燃焼します。 
★点火後約目分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」、 又は r 中燃焼」 し 
ます。 

★点义後 3 分間は、巧流用ファンは回りません。 

女室温が1日む未満の場合は、点乂までの時間は約6分になりまず。 







使用方法 


乂力調節（室温の調節•••運転中にしかでをません) 


( Dr 室温設定つまみ」をちちにスライドさせて設定ずる。 

■デジタル表示部の設定温度表示を見なびら、お巧みの室温に設定し 
ふ 0 

★温度設定範囲は、1日で〜32でまで設定でをます。 


★ r 室温設定つまみ」部に表示されている数字(温度）は、設定するとを 
の目まであり、必ずしをデジタル表示とは一致しません。 

♦セツトされた室温にコントロールするために、自動的に r 強」•「中」 • 
「頭」運転をくり返しまず。 

♦ r 燃焼 モード」 び各運転状態を表示します。 

^ — ___ 

. -お願い- 

★室内温度表示は、運転中政がは表示しません。 

★溫度調節は、対流用フアンの空気取入口近くの温度を感知しておこ 
ないまずので、ス I -ーブの位置や部屋の大定さなどで、必ずしを、 
ストーブの表示温度と室温は一致しません。このよラな場含は、本 
体背面のルームサ ー S スタを、工事説明書の （ルームサーミ~文歹を 
配線(移動);)を参照して、適切な位置に付け督えてください。 



巧び巧巧 タイマーミ 
an の B ■广 !■ タイマー1 
齡切 


セーブ運乾 


★セーブ運乾は、お部屋の愚度をできるだけ一定に保つための運転ち法で 
ず。 


★セーブ運転時は、運転中に室温び設定遍度より約2で上昇すると自 
動的に 「消火」 します。また設定温度まで下びると、自動的に r 点乂」 
し秦身〇 


セーブ運起を解除する 


( Dr セーブボタン」を押す。 

•「セーブランプ J び r 消灯」して、連続運転になります。 


セーブ運転をおこな 


( Dr セーブボタン」を巧ず。 

♦「セーブランプ」び r 点灯」して、セーブ運転を開始します。 

曲 














タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとさ) 



④ r 設定切曾えスイッチ」を r 通常位置」にずる。 

このとさデジタル表示部は、現在時刻を表示します。 

⑥ r 運転スイッチ」が r 入」になっていることを確認ずる。 

( Dr タイマーボタン」を押ず。 

このときデジタル表示部に「タイマー1」で設定した時刻び表示され、 
「タイマーランスび1日砂間「点激します。 

⑦ r タイマーランプ」の r 点滅」中り日秒間)に、「点乂タイマー 


じ r 設定切醬えスイツチ」を「タイマー1」又は r タイマー2」 
のどち5かの位置に合わせる。 

このときデジタル表示は午禮 I ，公 1:(^ を表おします。 

午前6時3日分にタイマー点乂したい榻合 

( D デジタル表示をみなが sr 時」のボタンを押し、「司に台 
わせる。 


•「午前表おランプ」の r 点む」を確認しまず。 

★点火のセツト時刻び午後の場合は、「午後表示ランプ」の r 点な」を確 
認してください。 


D デジタル表示をみなが引分」のボタンを押し、顿に合 


•タイマー点火時刻は、 「設定切曾えスイッチ」 を 「タイマー1」 および 
「タイマー2」 に合わせることで、2つの点火時刻をセツトできまず。 
♦例えば r タイマー1 」は平日の午前目時 3 日分の点火。 r タイマー2」 は 
日曜曰や休曰の午前8時の点火などと使い分けると便利です。 


タイマー運転をずるとをは、10ページ在時驾唆を石] £] に従って、 
時刻含ねせをしてからでないと、運転でをません。 


团 


選択」のポタンを押して、「タイマー1」または、「タイ 
マー2」で設定した時刻にデジタル表示部を含わせる。 

「点火タイマー選択」ボタンを押すと、デジタル表示部は r タイマー2」 
で設定した点火時刻を表示します。 

をラー度押すとバー表示 円 1--1 になります。を5にをラー度押す 
と、「タイマー]」で設定した点火時刻に戻りまず。デジタル表示部で 
点火時刻を確認して選んでください。 



★バー表示!}- 11--] は、消火タイマーのとをに使用しまず。 （1 日ページ参照) 









使用方法 


® r タイマーランプ」が r 点巧」に変わるとセットび完了。 

このときデジタル表示部に現在の時刻を表示しまず。セットでさない場合は、もう一度「タイマー 
ボタン」を押してやりなおしてください。 


♦設定してある時刻の10分前になると自動的に点火しまず。 

★タイマー点火時刻が設定してない場含は、デジタル表示部に午後 [] i ?| lOBl を表示しまずので、 
⑤か5やりなおしてください。 


-タイマー運転をずるときのお願い- 

★タイマー運転を辭陈するとをは、 「運転スイッチ j を巧して r 切」 にしてくださし、。 

★タイマー点火時刻は、一度設定すれば変要しない限り、 「運転スイッチ」 と r タイマーボタン」 と 「点 
乂タイマー選択」 のボタンを巧すだけで、同一時刻でセットび完了になりまず。 

(前記 13 ページの⑥〜愈項の操作） 

★燃焼中に r タイマーボタン」 を巧すと、タイマー点火操作をした場合と同じ状態になり、消乂して 
点乂タイマー待機状態となります。 

★タイマー設定中に停電があった場合は、タイマー設定は解瞒され、タイマー点乂時刻に点火しま 
せん。 

をラー度 10 ページロ 見巧時刻のセッ K 1 に従って、時刻合わせか 5 タイマー設定をやりなおして 
<ださい。 

★タイマー点火時刻を変更する場合は、 13 ぺージ①〜感に従って合わせなおしてください。 

★点火タイマー運転中の点乂時刻の確認は、 「点火タイマー選択」 のボタンを押すとデジタル表示部 
(し表71^します。 

★点乂タイマー運転をさはてないとさの点火時刻の確認は、 「設定切曾えスイッチ J を 「タイマー1」 
あるいは r タイマー2」 に合わせてください。尚タイマー点火時刻を確認した5、必ず 「設定切醬え 
スイッチ」 を 「通常位置」 に戻してください。 





女消火後すぐに再点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出 
ることびありますので、しばらく（約10分間)待ってか5再点火してく 
ださい。 




K 巧の M 



消乂後再点义ずるときのミ主意 


-お願い- 

★ストーブの消乂は電源プラグをコンセントか6抜さとった0、スト 
ーブをゆずって消してはいけません。 

★外出ずるとをは、必ず消火してください。 

★長期間留守にするとをは、必ず電源を切ってください。 


U 立 ’sa おが 

，•つ I ♦广ぃ二 
,し , J • I ,ご 


①「運乾スイッチ」を巧しなおして r 切」にずる。 

• 「運転ランプ」が遅い「点滅」に変わ0ます。 

♦デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 

消火後約3分間は対流用フアンは回転し続けます。その後自動的に停 
止します。 

「運 乾 ランプ」が消なするまで 電源 プラグを抜かないでください。 


消火 


使いかた 


ぶ 









使用方法 


消义タイマーの使いかた 


消火タイマーは、運転中の現在時刻から何分か後に、自動消火させる 
消火方法です。 


① r 運転スイッチ」が r 入」であることを確認ずる。 

( Dr タイマーポタン」を押し、「タイマーランプ」の r 点ミ威」 
(10 秒間）中に、「点乂タイマー選択」ボタンを押して、 
デジタル表示を r バー表示」 [ l ] E ) にずる。 

® r 消火タイマー選択」ボタンを押して、デジタル表示を 
見なが • I 刹•圆-國（分)のどの時間後の 
消火にずるか選ぶ。 

♦選んだ時間後に自動的に消火しまず。デジタル表示部は残り燃焼時 
間を]分毎に表おします。 


点义タイマーと消义タイマーを両方使う方法 


この方法は消火タイマーで消火したあと、再度点火タイマーを使って、 
設定時刻に自動的に点乂させるち法です。 


★この方まは、13ぺージ I タイスー運転のしかた I で「タイマー1」ある 
し、は r タイマー 2」に点火時刻を設定してか目でないと操作できません。 

④ r 運転スイツチ」が r 入」であることを確認ずる。 

( Dr タイマーボタン」を押し、「タイマーランプ」の r 点ミ威」 
(10 砂間）中に、「点火タイマー選択」ボタンを押して「夕 
イマー1」または「タイマー2」で設定した時刻に、デジ 
タル表示部をちわせる。 

•点火タイマーびセツトされます。 

® r 消火タイマー選択」ボタンを押して、國•圆•國 
のラちのお好みのタイマー消火時間を選ぶ。 

♦消火タイマーびセツトされます。 


上記の操作により、消火タイマー設定時間終了媛、運転を停止し、夕 
イマー点火待機が態になります。 

氏 













使用上の注意 



r 去高 温部接 触禁止 I 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあ0ます。 


接触禁止 


★ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパッキン部か 5 も排ガスがもれていることび考え！ 5 れ危 
険 でず。 

使用ずるのをやめてお買いホめの販売店にご相談ください。 

★ス I -ーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ス I -ーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短<する原因にちな0まず。 

★匡がの給排気筒トップび雪に埋ちれた0、結氷していない 
か、曰常点検してください。 


★長期間使用しない場合や、使用期間び終わりました5、必 
ず電源プラグを揣いてください。 

ほこりやミちれびついて発火することびあります。 

★このス I —ブは、雲に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはストーブび故障することびあります。 
雷び発生したら電源プラグをコンセントか5旅いてくださ 
ると安全です。またス I -ーブをいためることちありません。 

女油性分が多量に飛散する場所では使巧しないでください。 

★ストーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び 
混入するおそれびあります。 

★使用中、停電や電源プラグび损けた後に再通電しますと、 
デジタル表示部に 「 ff 己」び表示されます。このよラな場 
合の再点火は、1日〜1日分待ってストーブの本体温度び充分 
下がってからおこなってくだごい。 

女正萬燃焼中のがは青炎でところどころに黄色び混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることがありまずび異常 
ではありません。 



巧で換器 



0 

禁止 

0 



コンセント 


電源フラグ 


C 

電源 g グを 






安全装置 


♦安全装置が作動するのは何5かの異常びあるとさですか5、下記の処置をしても正常にならない 
ときは、お質い求めの販売店にご相談ください。 

♦安全装置び作動した場合は、「運転スイッチ」を押し r 切」にしてか5、下記の処置をおこない、再 
度 r 運転スイッチ」を押して r 入」にしてください。（再点火操作） 


まを装置 
対震自動消火装置 

EE 5 


点乂を全装置 
が，? 


停電安全装置 



はた5さ 


♦運乾中にス i -ーブ本体び地震(震度約5な上） 
や強い振動、衝撃を受けた場含、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 


♦点火ヒーターなどのホ熱不足による点火不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないときに、運転を停 
止します。 


参運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 


処 置 


★地震によつて作動した場含、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異萬びないことを確認し 
てから再点火してください。 


女点火ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底に巧油がたまりま 
ず。たまった巧油をふさ取 
つてから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 


★再点火操作をします。 


源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 


★現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 


♦再び通電されてを運転しません。 します。 


♦タイマー連乾中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解除されまず。 


燃焼制御装置 
が，? 

過熱防止装置 
巧！さ 


♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 ★再点火操作をしまず。 
止させる安全装置でず。 


•巧流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとを、また 
はフアンカバーにほこりびつまった場合に、 
火災などの危険を防ぐために燃焼を停止しま 
す。 


★巧流用ファンカノ（一のほこ 
0を取0除いてか6、再点 
乂操作をします。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するときは、いったん運転 
スイツチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 


ら导表示は安全装置び作動したとさのエラー番号表示です。 
詳しくは、24ページを参照してください。 


―-お願い- 

必ずストーブを消乂し、本体 
温度び充分下びつてか6おこ 


なつて < ださい。 


Ik 






去油漏れ、油のたまり、ミ由のにじみ 


♦送油経路やス I -ーブに油漏れかまたは油のた 
ま0、油にじみびあるかどラかを調べる。給 
油のとをこぼれた灯油はよくふをとってくだ 
さい。 

万一油漏れによって油のたまり、油にじみび 
生じているとさは、消火操作をし、原因をた 
しかが防漏処置をし、油漏れびなくなったこ 
とを確認してか5点火操作をしてください。 

I ★達油管 I 


♦送油管か5油漏れびないか点横し、亀裂など 
びあれば交換してください。 

♦ゴム製送油管は2シーズンに]度は新しい物 
に交換されることをおすすめします。 

♦屋外配管をする場合は、銅配管でおこなって 
<ださし、。 


★フアンカバー 


>ス I -ー ブ背面のフアンカバーのほこりを電気 
掃除磯などで取り除いてください。 



ぶ 


使用のたびに 


I ★周囲の状態 

♦ス I ''ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃え 
やすいをのを置かないよラにして<ださい。 
•ストープはいつを清潔に掃除してください。 
巧れたままのご使巧は危険のちとですし、ス 
トーブのいたみを早めます。 

•給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障 
害物びないよラにしてください。 

★ほこり 

♦ス I -ーブについたほこりや巧れは、掃除機で 
吸い取ったり固<しぼった磊れ雑巾などでふ 
さ取ってください。 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒 
トツプからすずび出ていないか確認して<だ 
さい。 

異常があれば販売店に連絡して<ださい。 



★のぞを窓 


♦のぞを窓がすすで汚れてくるよラな場含や、 
破れびある場合は、販売店に相談の 上、 修理 
交換してください。 


日常の点検-手入れ 


点検-手入れのとをの注意 


★点検•手入れをおこなラとさは、ストーブを消义し、ストーブび充分をえてか日手袋をはめて、お 
ず 電源 プラグを抜いておこなってください。 

★電装 部品や 燃焼 部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使いかた お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 











曰常の点検-手入れ 



★ルーバーの掃炼 


♦ルーバーが巧れたり、ほこりび付着した場合は、電気掃除機などでほこりを取り除き、固くしぼっため 
れ雑巾などでミちれをふを取ってください。 



★油タンク 

♦給油□フイルターがごみやほこりで目づまり 
しますと、給油時に給;'由□よりあふれ出たり 
します。給油ロフィルターを取出して、付着 
したごみやほこりを取0除いてください。 


! ★油^ンク内のか J 

♦油タンクに水やごみびたまっているよラでし 
たら、ドレン抜さや、油タンクのストレーナ 
などからたまった水やごみを取り除いてくだ 
さい。 


★電源プラグ•コンセント 


•電源プラグ、コンセントにほこりや汚れびたまると火災の原 
因になることがあります。3箇月に1〜2回電源プラグをコ 
ンセントから振いて、巧着したほこりやミちれを取り除いて< 
ださし、。 


★定油面器のストレーナ 


•定油面器のストレーナは約3簡月に]回と、ス I ブの格納 
(シーズンオフ)のとさ、次のよラに巧油で洗淨してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

( D 定油面器のストレーナの掃除□に容器をあてびっておき、 

2本のねじをはずして、ストレーナをめさだす。 

③ストレーナを灯油で洗浄する。 

@ストレーナををとどおりに取り付け、こぼれた巧油をふき 
とる。 

感油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れびあるかないかを点検する。 




★パッキン 


•燃焼中、室内ににおいびこちるよラな場合 
は、とくにま意して点検してください。 
•燃焼筒とバーナーの接続部、燃焼筒と熱 
交換器の接続部 
• 点火ヒーターの取り付け部 


★点火ヒーター 


♦点火ヒーター及びパッキンび古くなり、切れ 
たり、すきまなどびあると、点火す良及びガ 
ス漏れの原因になります。（販売店にご相談 
<ださい） 


咬 









^1シーズンに1回於上^ 



♦燃焼1」ング、バーナーは高温になりますので焼損することびありまず。とさどき点検し、変形や焼損 
していた日早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 

★給排気筒 

ご懊用中、においがしたり目びしみる場含は、給排気筒やパッキン部から排ガスがもれていること 
が考え 5 れ危険でず。点検後お買いホめの販売店にご相談ください。 

♦給排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、トップの周囲に可燃物がないかなど 
を、とをどを点検して、異常があればなおして<ださい。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング（日リンブ)は耐熱性のわのですび、2〜3年で炭化 
することびあります。ゴムの硬化及び割れなどがある場含には、においや排ガスびちれるおそれが 
ありますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースびふさびつていないか点検してください。 


t 地震などの災害び発生したときの点検について 


•地震などにより製品に振動、衝撃げ加わったとさは、運転をずる前におず巧の点検を実施してくださ 
い。 

点検の容! 

♦機器の損傷の点検 ♦給排気筒回0のがれ、漏れの点検 ♦送油経路か6の油漏れの点検 

★点検で異常び みつかっ たとさや点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目がしみ 
る場合は、使用を中止して販売店または別紙の I ■お客様相談窓ロー賣1 に修理依頼をしてください。 









定期点検 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検びお要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適 
にま全におおいいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、 
又は修理資格を〔(財）日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習 
会修了者(石油機器技術管理±)など〕のいる店、当社支店•営業所などに点検依頼されることをおず 
すめします。 


定期点検の内容 


項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

♦定油面器-ストレーナの掃除 •油タンクの水振を 

♦送油経路の油ちれ 

機能部品の点横- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはた5さ♦操作部品-動く部品のはた5を 

消詩しやすい部品 1 
の点検•交換 

♦点火ヒーター、燃焼リング 

掃隙.点検.整備 

♦本体内部、ファンカバー、巧流用送風機、ブロアケ—ス（ブ□アモータ—） 

•各接続部のパッキン、0リング♦給排気筒の接続、つまり ^ 


故障-異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただをたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の内容を確 IS してくださし、。 


下表のよラな状態は故障ではありません。 


が 態 

説 明 

1 

点 

初めて使巧するとさ、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどが焼けるためで 
す。 

乂 

点火後数分間、とをどさ炎び大さくなる。 

燃焼部び冷えているためでず。 


点火-消火時に「キシ S 音」びずる。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 

消 

火 

点火してをすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ス1 -ーブ内部 
び暖まると自動的に出ます。 

時 

初めて使用するとさは、電磁ポンプの振動 
音び大さい。 

ポンプ内に空気び混入しているた曲です。しばら 
くすると止ま D ます。 


「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音でず。 

燃 

:燃焼筒や熱交換器の一部びラずホ<ホ熱する。 

異常ではありません。 

焼 

ときどを黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 

時 

、 

1セーブ運転でない時でを、自然に火び消えて! 
操作しないのに、又点火している。 

一時的な不具合で消乂した場合じむ、自動的に再点 
乂させるもので、異常ではありません。 


(注)送油經路に気泡びたまって、一時的に油が止まっ 
た場含や y (—ナー內の巧れなどでの消乂。 


公 











故障•診断チ I ック表 


★この表む外に不具合びあるときは、お買求めの販売店にご相談下さい。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

巧 

し 

な 

し 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

ふ 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

火 

で 

ち 

を 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

が 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

を 

る 

置 

口 

に 

油 

に 

じ 

み 

び 

お 

る 

び 

び 

じ 

8 

出 

る 

旧 

/HD 

風 

び 

で 

な 

い 

処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電した 

〇 





〇 




停電復帰後点火し直してく 
ださい 

対震自動消火装置び 
作動した 






〇 

EES 




定油面器のリセツトボタンを巧し 
てから巧点火操作をしてください 

油タンクに水が入つ 
ている 


〇 

〇 



〇 




水混入のな油をすっかり 
抜いて<ださい 

油タンクにな油が 
ない 


〇 




〇 

EEe 




巧油を入れてください 

不良な油を使用した 


〇 

〇 

〇 






販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 

// 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

日 


〇 



〇 

// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





日 


〇 

〇 


り 

フレーム□ッ ド不良 






〇 

[り 




// 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

[り 




// 

点乂ヒーター不良 


〇 

[り 








// 

排気筒接続不良 





图 





排気筒の接続を確認してく 
ださい 


•この表の r ら弓」は、24ページ I デジタル表示の見方」を参照してください。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


ぶ 












故障.異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消火した場を、下記のように、デジタル表示部に r エラー表示」しま 
すので処置をして < ださい。 


国 

BE 



原 因 

処置方法 ^ 


♦運転中に電源び切れました。 

参タイマー点乂待機中に電源び切れま 
した。 

(停雲安全装置び作動） 

♦電源フラグの差し込みを確認し、再点乂 
操作をしてください。 

1 

1 

♦運転中に消乂しました。 

•点火ち全装置び作動しました。 

•排気筒びはずれました。 

♦'な油びな < なりました。 

♦が気筒を点巧して接続を確認し、再点火操作をして 
ください。 

•原因不明の場合は販売店または別紙のお客様相談窓 
口一旁まで巧絡してくだごい。 


•巧震自動消义装置び作動しました。 

♦作動した原因を取り除を、再点火操作を 
して < ださい。 


1 

♦送油経路の異常です。 

♦排気筒の接続不良です。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓□-覧 
まで連絡してください。 


♦燃焼用送風機び故障しました。 

•販売店または別紙のお客様相談窓□—覧 
まで連絡してください。 


♦消火操作をしてちなかなか消えない。 

(日分間];|上） 

1 

1 

1 •販売店または別紙のお客様相談窓□一覧 
まで連絡してください。 


1 

1 

♦過熱防止装置び作動しました。 

•本体温度び巧お下びるのを待って、再点 
火操作をしてください。 


1 

1 •室遍び36でしん h になりました。 

1 ♦ルームヴー S スタの取0付け位置び 
よくありません。 

•ルームヴー S スタの取り付け位置を確認 

1し、適切な位置に移動させてください。 

1 


•室温び一10むしソ下になりました。 

参ルームヴー S スタの不良、断線、ま 
たは配線扳けです。 

•販売店または別紙のお客様相談窓□一覧 
まで連絡してください。 

J 


4 




部品交換のしかた 


/ 

A を忌 

1★分解檐理の禁止1 

、 

故障、破損した日使巧しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 

の 

分解禁止 



短期間に消耗する部品は特にありませんび、燃焼リング、定油面器、点火ヒーター、パッキンなどの 
交換部品び必要な場含は、お買求めになった販売店にご相談<ださい。 

★部品交換の際は、必ず純正の補修部品をお使い<ださい。純正の部品し义54を使用して万一故障や事 
故び発生した場合、当社は責任を負いかねます。 

不完全な修理はち険です。修理をお受けになる場合は、財団法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラほ術管理講習会修了者(石油機器巧術管理±)などのいる販売店で修理されることを推撰しまず。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


1 ストーブを長期間使用しないで保管ずるとをは、必ず電源プラグをコンセントか5抜き、油タンクの 
バルブを閉めて < ださい。 

2 ストーブを使席ずる季節が終り格納するとをは、油タンクの口油を市販の撒由ポンプで全部巧き取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して I 打油で洗浄してください。 （2 日ページ参照） 

/-お願い-^ 

油タンクの灯油を巧くとさは、送油管の口油を完全に抜いてください。な油が残っていると裂シーズ 
ンに懊用するとき、つまって灯油が流れなくなります。 （目ページ参照） 

〇ス I ブや油タンクの表面をふいて<ださい。 

^ ♦固くしぼった蘿れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた巧で水気をふさ取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装び変色した0、危険でず。 

4本体にほこりがたまらないよラ、適当なカバーをかけてください。 

に 附属品と r 取扱說明書」- r 工事説明書」-「保証書」も紛失しないよう同時に保管してください。 


•ストーブを保管する場合は、19ページ r 日常の点 検-手入れ I の項を参照して、ストーブの手入 
れをしてから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてからイ呆管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびに<い所であって、しかおス I -一 
ブの上には重量物をのせたり、人び棄ったりしないよラ配慮してください。 


お手入れ•アフタ—ヴービス 










式 

の呼 

び 

FFA -1002(1) 

種 



類 

密閉式石油ス h —ブ•ポット式 • 強制給排気あ • 強制巧流形 

点 

乂 

方 

式 

電気点义 

使 

用 

燃 

料 

灯油 ( J に1号） 


外 形 寸 法 

1_ 量 

電源電圧及び周波数 
查_璋_消費電力 
給排気筒を型式の呼び 
給_型_晕皂を呼び徑 
給排気筒の壁 貫通部の 孔径 
排_気 漏 度 
輩筑 ュ-夕 
安全装置 


■送油経路図 


ル 


__0.763 L/h _ 0,436 L/h _ 

_ 282目日 kJ/h _ 161日日 kJ/h 

_ 85.7%_ 8日.7% - 

一 6.73 kW 3.84 kW 


阜さ TP 日 mrrv 幅 760 mm • 與巧 427 mm (置台を含む） 

約 34 k 旨 — _ ~^ 一- 

100 V 50/6日 Hz 

最大消費電力目9日/目 95 W (点火初期に 短時間発生）.燃焼時81/目 3 W 
FFP -320 " 

互39_ - ■ ^ 

7日〜 8 Dmm 
26日む政下 

5 AJ 0 A _ ~ 

対震自動消火装置‘点火安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止長置可然焼甫雨^ 
置台り個）•壁固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セットりセット）.木ねじ（1本）- 
ゴム製送油管 （ Im )(1 本）•ホ—スバンド(か）に個）_ 


ちミ由管 


燃说リング 

バ-ナ - 


ちどり营 
巧挺ポンフ 


化油タンタ 


定油面器 


I 配線図 


操作表示基板 


ルー ムサ ー-スタ 


過熱防止装置 


巧霞自動消火禁置 


■ 






1 




2 

1__1 



8 点义ヒ ーター 


コ 9 フアンモータ ー I 


ブ□ア モーター 


ホール I C 


霉磁ポンプ 






6 


フレームロッド 


















アフターサービス 

標詰 について 

♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの日より1年間でず。 

修些を依頼す圣_とき' 

♦故障■異常の見分けかたとの置ちま牌べージ)に従って、お調べください。直5ないときは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油隱房機懼閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び’.. FFA -1 0日 2( L ) 

③お責上げ年月曰 

@故障の状況(できるだけ具体脚こ） 

⑥おなまえ.おところ.電話番号 

•修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただを 

On ^ 0 

♦保証期間げ過ぎているとさは、修理すれば使用でをる場合には、ご蒂望により有料で修理させていただ 
さます。 

•修理料金は、技術料.部品代.出張料などで構成されています。 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-注意事項および通常使用に反し 

て使用された場含の故障、事故につさましては、保話いたしません。 

^ - - - . 

I 補修用性能部品につい巧 

★密閉式 (FF 式)石油ストープの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製おの機能を維持するたゆに必要な部品です。 

I 転居される場含 I 


♦このストーブは電源周波数如、孤 Hz とを同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への乾居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地か6の転 
居は再調整が必要ですので別祇の「京客様相談窓□—覽]までご相談ください。 



I 故障^修理を際夕連錢巧 I 

アフターサービスについてねか5ない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりのを^ fSl 誘悪一已 
^1] (別紙参照)までお問い合わせください。 
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お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 









据付けについて 


据付け工事は販売店に依頼する 


♦据付けや移動工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦据付けについては、火災予防条例、電気設脯に関する巧術基準などの法令の基準があります。工事説明 
書の r ををのために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

•標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場合のミち農 


参給排気筒を延長する場合は、3 m 3曲びり W 下で取巧け5れる場所を選定してください。 


積雪地区におけるを意 


•積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさびれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを毎度吸い込んで、す完全燃焼を起こずことがありまず。 


据付け後の確認 


•据付けが終りました日、ちラー度、工事説明書の r 安全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け5れているかどラかを確ちしてください。 


公 








_ 試運乾 

♦試運転は、販売店及は据付業者とご一緒に必ずおこなってください。 




1 油タンクに口油び充分入つており、油タンク.ス I ブ各部に油漏れびないかどうかを確かめてくだ 
さい。 


2電源プラグがコンセントにさしこんであるか確認してください。 
定油面器の U セツトボタンを巧してください。 





お願い 


★ 1」セツトボタンは日秒しソ上巧し続けたり、カラーを外して押さないでください。 
•定油面器から巧油びあふれたり燃焼び継続しないことがあります。 


C 

a 

リセット 

B 

:^、ボタン 
) 

a 

) 

✓ 

カラー 


ノ - 


■88謹 


1運転開始手順 

♦ 8 ページの [_ 偉う前の準備」 、 11ぺージの使用方法に従って運転させてください。 

2 初期運転時の異常現象 

♦開こんして初めて使用したとを、防鐘油とか塗料やほこりが乾燥したり、焼けたりずることによっ 
てストープから、約20分間位煙やにおいび出ることびありますび、ご使用には全くま障はありませ 
ん/。 

•送油管の途中び山形になったり、もつれたりしていまずと、送油管の中に空気びたまって油が流れ 
ないことびあります。目ぺージ わち化わ巧^ にがって其油管のホの巧気を祝いてく だホし、— 

3正常運転® S 安 II 

♦正常運乾時のノ（ーナーの炎の色は、黄火びとをどさまじる青がでず。 け 


消乂の手順 


•1日ぺージ II 肖义1に従って消火操作をしてください。 





FFA -1002( L ) 取扱説明書 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


r 

型 式 

FFA -1002( L ) 

お買上げ年月日 

年 

月 

曰 

お買上げ店名 


(電話番号） ( 

) 

— 

J 


株式会社1^3^ミ 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号〒4目7-腑已日 

TEL 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 

i 11 j 特立:会社トヨト吉は快適巧巧の一«としてこの脚 fiifi 隅》は居ち級を巧巧していまず。 
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